
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究目的 
1960年代の高度経済成長後，東京都から神奈川県に連なる多摩

丘陵では，ニュータウン建設等によって土地利用形態が大きく変

化し，緑地の分断が起きた。さらに，伝統的な管理によって維持

されてきた二次林では，下草刈りや間伐等の管理を放棄したこと

により植物相が大きく変化した。関東地方の管理放棄された多く

の二次林では，アズマネザサ（Pleioblastus chino）の優占により

林床植物の種の多様性が低下したという 6)，9)。管理放棄により衰

退した植物個体群の保全やレクリエーション機能の向上のための

一方策として，林床に繁茂したササの刈り取りが挙げられる。サ

サの刈り取りによって，林床植物の出現種数が増加するだけでな

く 11)，開花量が増加する 2)。例えば，夏緑性の多年草であるチゴ

ユリやアキノキリンソウは刈り取りによって，生育量や開花量が

増加した 2)。但し，人為的管理の影響の内容やその程度は，種や

個体によって異なってくる。例えば，同林床下に生育するイカリ

ソウやアオヤギソウの開花量の増加には，刈り取りに加え，上層

木の間伐も必要であるという 2)。また，上層木の伐採後に適切な

下草刈りが行われなかった場合，帰化植物や先駆性の樹木の出現

により，野草類が減少した報告もある 10)。 
ヤブラン（Liriope platyphylla）とジャノヒゲ（Ophiopogon 

japonicus）は種子繁殖と栄養繁殖を行うスズラン亜科の林床植物

である。緑化材料としても多く利用され，鑑賞価値のある種子は

草花遊びにも活用されてきた。両種は，20年以上間伐や下草刈り

などの林床管理が行われず，林床の植生が著しく衰退した林床に

おいても生育することが報告されている 4)，11)。しかし，緑地の分

断に伴って，出現頻度が減少している地域もあるという 7)。一般

に種子植物の個体群の更新には種子生産が不可欠であり 13)，植物

の個体群サイズが小さくなると種子生産量は減少する 3)。深田・

亀山 1)によれば，コナラ林における上層木の伐採（皆伐）に関わ

らず，ヤブランの開花がみられ，その時の着花量は葉数が影響す

る。この要因として，常緑性のヤブランには上層木である落葉樹 

の落葉期間の光合成量が影響するという 1)。 
生育繁茂しているアズマネザサ下では，上層木の落葉期間中で

も光量が減少すると予想される。長期間の管理放棄による稈高

2m 前後のアズマネザサの繁茂によって，ヤブランやジャノヒゲ

の葉量や着花量が減少すると考えられるが，特に着花量に及ぼす

影響については詳しくわかっていない。開花個体の増加は，景観

の向上のためだけでなく，種子生産による個体群の維持のために

も意義は大きい。 
そこで本研究では，アズマネザサの刈り取りの有無の違いがあ

る放棄二次林下に調査プロットを設定し，そこに生育するヤブラ

ンとジャノヒゲを対象とし，(i)林床の光量の季節変化，(ii)葉量に

及ぼすアズマネザサの刈り取りの影響，(iii)着花量に及ぼすアズ

マネザサの刈り取りの影響，(iv)葉量と着花量の関係について考察

した。そして，関東地方の放棄二次林における管理の内容とその

意義について，葉量だけでなく着花量に及ぼす影響も検討した。 
 

２．調査地，調査対象種および調査内容 

（１）調査地 

神奈川県川崎市の多摩丘陵の端部に位置する早野梅ヶ谷特別緑

地保全地区（10.9ha）のコナラ，クヌギ，イヌシデなどで構成さ

れた落葉広葉樹林内で調査した（図－1）。標高差は最大で約40m
あり，調査対象地周辺は 1960 年代以降の開発により，宅地化が

進んでいる。また，調査対象地は長期間（20年以上）にわたる管

理放棄によって，林床には稈高2m前後のアズマネザサが繁茂し

ている。2010年春に調査地内の西向きの同一斜面上に管理再開区

（刈り取り区：約6,700 m2）と無刈り取り区（対照区：約2,000 
m2）を設置した（図－1）。管理再開区では，初年度（2010 年）

のみ，常緑樹の高木の伐採とアズマネザサの刈り取りを行った。

2011年以降は，毎年，夏季（7月中～下旬）に草刈り鎌，および

剪定ばさみ，剪定ノコギリによって林床全体を覆っているアズマ

ネザサの刈り取りを行った。その際，少しのツル植物，陰生植物 

二次林下におけるアズマネザサの刈り取りがヤブランとジャノヒゲの生育・着花に及ぼす影響 
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の実生および枯死木の除去も行っている（図－2）。 

2014 年 4 月にアズマネザサの刈り取りが林床に与える影響を

検証するため，管理再開区と無刈り取り区のそれぞれで，谷，尾

根，およびそれらの中間の中腹南向き斜面と中腹北向き斜面に

5m×5m の調査プロットを設置した。なお，調査プロットは常緑

樹の高木の伐採跡地は含まないように設置した。 

（２）調査対象種 

スズラン亜科の常緑多年生草本であるヤブランとジャノヒゲを

対象種とした。両種は多回繁殖型で，設置した8つの全調査プロ

ットに生育していた。 

（３）調査内容 

アズマネザサの刈り取りの有無が葉数や着花に与える影響，お

よび葉数と着花との関係を明らかにするために，異なる管理下に

おける林床の光量とその季節変化，および葉量（葉数とその増加

率），着花量（着花率，花序数，着花回数）を調査した。 

１）林床の光量 

アズマネザサの刈り取りを再開・継続した管理再開区と管理放

棄を続けた無刈り取り区の光環境を比較するために，光合成有効

放射量（PAR：Photosynthetically Active Radiation）を測定し

た。林内の管理再開区の谷と無刈り取り区の谷の両調査プロット，

さらに林外（図－1）の計 3 カ所で光合成有効放射センサー

（MIJ-14PAR弐型，日本環境計測社製）を用いてPARを測定し，

相対光量子束密度を算出した。その他の6箇所の調査プロットで

は光量子センサー（PAR Light Sensor，Spectrum Technologies,
Inc.）でPARの測定を行った。いずれも各調査プロットの中心

部において，地表面から50cmの高さの杭にセンサーを設置した。

測定は，10分間隔で2016年9月12日から2017年7月31日ま

で年間を通して終日行い，各調査プロットの代表値とし，日中

（10～14時）のPARの平均値を月ごとに算出した。なお，高木

の伐採は初年度のみであり，毎年1 回，夏季の刈り取りの継続に

より，管理再開区では，アズマネザサの高さは20cm程度に抑え

られている。光量と葉量または着花量との調査年が異なるが，皆

伐から5年以上経過した林床の光量は調査年による違いが小さい

こと 1），また本研究では，月単位の値を求めているので，調査年

による差は小さいものとして捉えた。 

２）葉量と着花量 

地面から5枚以上の葉がまとまって現れているものを1株とし，

各調査プロットに生育する10内外の株を調査対象株に選んだ。

2014年6月26日から2015年6月27日まで，2ヶ月に1度の頻

度で調査対象種の葉数（葉長1cm以上）を数えた。着花に関して

は花序に最低1つの花がみられる時を着花とした。また最低1つ

の着花をみた花序を1花序数として数えた。初年度（2014年）

は，着花時期を把握するために6月29日から10月9日の間，1
～2週間に1度の間隔で花序数を数えた。2015年の花序数は，

2014年に最も多かった時期（ヤブランは8月6日および9月12
日,ジャノヒゲは7月19日）に数えた。 

葉量については，管理の有無（管理再開区と無刈り取り区）ご

と，または調査プロットごとに1株当たりの葉数の月平均値と年

平均値を算出した。また，調査開始時の葉数は調査株ごとに異な

るため，2014年6月と2015年6月の葉数を比較し，調査株ごと

に葉数増加率を求め,管理の有無（管理再開区と無刈り取り区）ご

と，または調査プロットごとに平均値を算出した。 

着花量については，調査期間中に1花序以上見られた株を着花

株とし，全株数との割合を着花率として算出した。さらに2014
年のみ，または2015年のみの着花を1回着花，両年とも着花し

た場合を2回着花，両年とも着花しなかった場合を無着花として

着花回数とした。なお，2014年の各株の花序数については調査期

間中の最大値とした。 

３）統計解析 

アズマネザサの刈り取りがヤブランとジャノヒゲの葉数に及ぼ

す影響，アズマネザサの刈り取りと葉数がヤブランとジャノヒゲ

の花序数，着花回数に及ぼす影響を統計的に明らかにするため，

一般化線形混合モデル（GLMM：Generalized Liner Mixed 
Model）を用いた統計解析を行った。応答変数（RV：Response 
Variable）と説明変数（EV：Explanatory Variable）は，それぞ

れ，(i)RV：2014 年 6 月の各調査株の葉数，EV：刈り取りの有

無（因子型），(ii)RV：2014 年の各着花株の花序数，EV：刈り

取りの有無（因子型）と2014年6月の葉数（数量型），(iii)RV：
2015年の各着花株の花序数，EV：刈り取りの有無（因子型）と

2015年6月の各調査株の葉数（数量型），(iv)RV：2年間におけ

る各調査株の着花回数，EV：刈り取りの有無（因子型）と各調査

株の年間の平均葉数（数量型）とした。但し，(i)において，刈り

取りは葉数に対して正の効果を与えていることが示されたことか

ら，多重共線性の影響を取り除くため，(ii)～(iv)のEVは，刈り

取りの有無と葉数を別々に解析した。調査プロットをランダム効

果として組み込んだポアソン分布（log link関数）を仮定した。 

また，アズマネザサの刈り取りがヤブランとジャノヒゲの葉数

増加率に及ぼす影響を統計的に明らかにするため，RV：各調査株

図－1 調査地と調査プロットの位置 上図 矢印：林外の光

量子センサー設置場所．下図太線内は調査区域を示

し，無斜線枠内は管理再開区，斜線部は無刈り取り区

を示す. □：調査プロット設置場所，等高線は調査区

域内のみ5m間隔で示す．国土地理院（http://maps.

gsi.go.jp/development/ichiran.html）地図データに

加筆． 

図－2 調査地の様子 破線部は管理再開区と無刈り取り区  

    の境界を示し，右：管理再開区，左：無刈り取り区. 
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の葉数増加率，EV：刈り取りの有無（因子型）とした一般化線形

モデル（GLM：Generalized Liner Model）による統計解析を行

った。確率分布として正規分布（identity link関数）を仮定し，

赤池の情報量基準（AIC：Akaike’s Information Criterion）をも

とにして，AICが最小となるモデルの組み合わせを採用した。 

以上の解析にはR version 3.2.2（R Development Core Team 
2016）12)を用いた。 

 

３．結果 

（１）林床の光量 

図－3 に林床の日中における光合成有効放射量（PAR）の月別

変化を示す。林床のPAR は，上層木が落葉する 12～4 月にかけ

て高くなり，管理再開区の最大値は 3 月の 426.1～509.7 
μmol/m2/s であった。無刈り取り区においても同時期に増加した

ものの，最大値は3月または4月の19.6～203.2 μmol/m2/sであ

り，管理再開区より著しく下回った。また，管理再開区の最小値

は6.3～34.0 μmol/m2/sであったのに対し，無刈り取り区では0.1
～10.6 μmol/m2/sとなった。 
相対光量子束密度をみると（図－3の棒グラフ），林冠が閉鎖さ

れた 5～11 月には管理再開区で 4.7～7.6%，無刈り取り区で

1.1~4.3%であった。冬期から林冠が閉鎖するまでの12～4月には

管理再開区では17.9～47.0%だったのに対し，無刈り取り区では

7.8～22.4%となった。また，2月と10月を除き，相対光量子束 
 

 

 

密度は管理再開区の方が無刈り取り区に比べて2倍以上高くなっ

た。 
（２）葉量と着花量 

１）管理再開4年後の各株の葉数とその季節変化 
表－1 に刈り取り 4 年後の各調査プロットにみられたヤブラン

とジャノヒゲの1株当たりの葉数を示す。両種とも全調査プロッ

トにおいて，管理再開区の葉数が多かった。ヤブランの1株当た

りの葉数は，管理再開区では平均21.6枚に対し，無刈り取り区で

は平均 12.3 枚であった。ジャノヒゲの 1 株当たりの葉数は，管

理再開区では平均 158.1 枚に対し，無刈り取り区では平均 85.5
枚であった。 
刈り取りがヤブラン，ジャノヒゲの葉数に与える影響を検証す 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3 光合成有効放射量（PAR）と相対光量子束密度の季節

変化 折れ線グラフはPARを示し，―――：管理再開

区，- - - -：無刈り取り区，○：谷，△：南向き斜

面，▽：北向き斜面，□：尾根．棒グラフは相対光量

子束密度を示し，  ：管理再開区， ：無刈り取り

区．管理再開区の谷の9月，および無刈り取り区の南

向き斜面の12～2月のPARの値は欠損． 
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a：葉数，〇：ヤブラン，▲：ジャノヒゲを示し，管

理再開区，無刈り取り区それぞれの全調査対象株の

1 株当たりの平均値を示す．エラーバーは標準偏差

を示す. b：着花率，○：谷，△：南向き斜面， 

▽：北向き斜面，□：尾根. 白抜きはヤブラン， 

黒塗りはジャノヒゲを示す. 
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表－1 各調査プロットのヤブラン，ジャノヒゲの葉数，葉数増加率，着花率  

調査対象株

1株当たりの葉数(枚)
1),2) 26.6 ± 16.78 21.9 ± 16.93 18.3 ± 15.47 19.0 ± 10.38 21.6 ± 14.63 12.0 ± 1.41 10.3 ± 2.41 17.1 ±15.62 9.0 ± 3.54 12.3 ±8.98

葉数増加率(%)
2) 1.52 ± 0.88 1.82 ± 0.62 1.18 ± 0.37 0.93 ± 0.26 1.37 ± 0.67 1.09 ± 0.59 1.15 ± 0.36 1.17 ± 0.59 1.16 ± 0.30 1.15 ± 0.44

2014年の着花率(%)
3) 55.6 (5) 77.8 (7） 71.4 (5) 60.0 (6) 65.7 (23) 55.6 (5) 10.0 (1) 12.5 (1) 0.0 (0) 21.9 (7)

2015年の着花率(%)
3) 55.6 (5） 66.7 (6） 71.4 (5） 60.0 (6) 62.9 (22) 44.4 (4) 10.0 (1) 25.0 (2) 0.0 (0) 21.9 (7)

調査対象株

1株当たりの葉数(枚)
1),2) 194.7 ± 169.06 214.6 ± 191.62 109.8 ± 99.27 116.8 ± 94.99 158.1 ± 146.30 95.4 ± 74.28 84.8 ± 59.91 106.7 ± 127.02 58.2 ± 40.57 85.5 ± 81.32

葉数増加率（%）
2) 1.28 ± 0.17 1.30 ± 0.67 1.09 ± 0.45 1.13 ± 0.38 1.20 ± 0.45 1.08 ± 0.46 1.10 ± 0.21 1.68 ± 0.64 0.99 ± 0.41 1.22 ± 0.52

2014年の着花率(%)
3) 88.9 (8) 80.0 (8) 70.0 (7) 60.0 (6) 74.4 (29) 28.6 (2) 90.0 (9) 60.0 (6) 30.0 (3) 54.1 (20)

2015年の着花率(%)
3) 88.9 (8) 80.0 (8) 40.0 (4) 90.0 (9) 74.4 (29) 71.4 (5) 50.0 (5) 60.0 (6) 40.0 (4) 54.1 (20)

39 79 10 10 10

尾根 全体

10 10 10 37

9 9 7 10 35 9 10

管理再開区 無刈り取り区

谷 南向き斜面 北向き斜面 尾根 全体 谷 南向き斜面 北向き斜面

8 5 32

葉数，葉数増加率は欠損がある株を除いた平均値．1)葉数は2014年6月の平均値，2)値は平均値±標準偏差，3)括弧内は着花株数を示す． 
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るためのGLMM分析によると，両種ともに，刈り取りに正の効

果が認められた（表－2）。 
図－4a にヤブランとジャノヒゲの 1 株当たりの葉数の変化を

示す。ヤブランの葉数は管理再開区，無刈り取り区ともに 2～4
月にかけて増加し，4～6月にかけて減少した。ジャノヒゲの葉数 

 

 

 

は6～8月にかけて微増し，管理再開区のみ11月に減少した。 
２）葉数増加率  
表－1に2014年と2015年で比較した葉数増加率を示す。ヤブ

ランは，管理再開区は平均1.37倍，無刈り取り区は平均1.15倍，

ジャノヒゲは，管理再開区では平均1.20倍，無刈り取り区では平

均 1.22倍であった。 
刈り取りがヤブランとジャノヒゲの葉数増加率に与える影響を

検証するためのGLM分析によると，ヤブラン，ジャノヒゲとも

に刈り取りに有意差は認められなかった（表－2）。 
３）着花率 

図－4bに示すように，ヤブランは7月4週目から着花し，8月

4週目～9月3週目が最大の着花率となり，10月1週目まで着花

を続けた。ジャノヒゲは6月下旬から着花した。ジャノヒゲは管

理再開区の南向き斜面を除いた全ての調査プロットで7月2週目

に着花率が最大となり，いずれの調査プロットでも8月2週目に

は着花を終了した。 
ヤブラン，ジャノヒゲの着花率を表－1 に示す。ヤブランの着

花率は，管理再開区の全体で2014年は65.7%，2015年は62.9%
となったのに対し，無刈り取り区の全体では2014年，2015年と

もに21.9%であった。各調査プロットの値をみても，管理再開区

では 55.6～77.8%だったのに対し，無刈り取り区では 0～55.6%
で管理再開区の方が顕著に高くなった。ジャノヒゲの着花率は，

管理再開区の全体では，2014年，2015年ともに74.4%であった

のに対し，無刈り取り区の全体では2014年，2015年ともに54.1%
となり，管理再開区の方が高くなった。各調査プロットの値をみ

ると，管理再開区では 40.0～90.0%，無刈り取り区では 28.6～
90.0%となり，大きな差がみられなかった。 
４）花序数 

各株の葉数と花序数の関係を示した図－5，6に示すように，ヤ

ブランは管理再開区では1株あたり1～5本，無刈り取り区では1
株あたり1～3本の花序が確認された。一方，ジャノヒゲは，管 
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図－5 ヤブランの葉数と花序数の関係 ●および実線：2014年の株，〇および破線：2015年の株. 

b:無刈り取り区 a:管理再開区 

***：P＜0.001 ，**：P＜0.01 ，*：P＜0.05 ，―：モデル選択で選択されなか

ったもの，切片は無刈り取り. 

表－2 葉数，花序数，着花回数を応答変数としたＧＬＭＭ，

および葉数増加率を応答変数としたＧＬＭの結果 

係数 標準誤差 p値 係数 標準誤差 p値

切片 2.480 0.105 p <0.001 *** 4.433 0.133 p <0.001 ***

刈り取り

の有無
0.578 0.142 p <0.001 *** 0.592 0.188 0.002 **

切片 1.152 0.112 p <0.001 *** 1.209 0.055 p <0.001 ***

刈り取り

の有無
0.215 0.149 0.155 － － －

切片 0.251 0.333 0.451 1.002 0.167 p <0.001 ***

刈り取り

の有無
0.110 0.376 0.771 1.014 0.194 p <0.001 ***

切片 -0.214 0.314 0.494 0.799 0.171 p <0.001 ***

葉数 0.019 0.009 0.027 * 0.004 0.000 p <0.001 ***

切片 0.357 0.316 0.259 0.743 0.223 p <0.001 ***

刈り取り

の有無
0.018 0.362 0.960 1.061 0.274 p <0.001 ***

切片 0.088 0.238 0.712 0.559 0.191 0.003 **

葉数 0.008 0.005 0.085 0.004 0.000 p <0.001 ***

切片 -0.827 0.267 0.002 ** 0.134 0.158 0.398

刈り取り

の有無
1.078 0.306 p <0.001 *** 0.272 0.206 0.187

切片 -0.652 0.253 0.010 * 0.018 0.144 0.902

葉数 0.020 0.006 0.002 ** 0.002 0.001 0.003 **

着花回数

応答変数 説明変数
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図－6 ジャノヒゲの葉数と花序数の関係 ●および実線：2014年の株，〇および破線：2015年の株. 

a:管理再開区 b:無刈り取り区 
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理再開区で1株あたり1～25本，無刈り取り区で，1株あたり1
～8 本確認され，特に管理再開区で葉数と花序数との相関関係が

みられた。 
刈り取りや葉数が花序数に与える影響をみるためのGLMM分

析によると，ヤブランの花序数は 2014 年のみ，葉数の正の効果

が認められた。ジャノヒゲでは2014年，2015年ともに刈り取り

と葉数に正の効果が認められた（表－2）。 

５）着花回数 

図－7，8にヤブランとジャノヒゲのそれぞれの株に関して，年

間の葉数別に分けた後，さらに着花回数別に分けた株数を示す。

ヤブランは，管理再開区では35 株の中，13株が1回（37.1%），

16株が2回（45.7%）着花した。無刈り取り区では，32株の中，

6株が1回（18.8%），4株が2回（12.5%）着花した。葉数が10
枚より多い株で 1 回以上着花した株数は，管理再開区で 33 株の

中29株（87.9%），無刈り取り区で17株の中8株（47.1%）とな

り，無刈り取り区の1回以上着花した株の割合は管理再開区に比

べて顕著に小さくなった。30枚より多い葉数の株は1株を除き，

同一株で2回着花した。 
ジャノヒゲは，管理再開区では38株の中，9株が1回（23.7%），

24株が2回（63.2%）着花した。無刈り取り区では，35株の中，

12株が1回（34.3%），14株が2回（40.0%）着花した。葉数別

にみると，50枚より多くなると，管理再開区，無刈り取り区の両

区画で1回以上着花した株の割合が高くなった（いずれも90%以

上）。特に管理再開区での 100 枚より葉数が多い株の 2 回着花し

た株の割合は95.7%となり，無刈り取り区の63.6%だったのに比

べて，極めて高くなった。 
刈り取りや葉数が着花回数に与える影響をみるためのGLMM 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分析によると，ヤブランでは刈り取りと葉数に正の効果が認めら

れた（表－2）。一方，ジャノヒゲでは葉数のみに正の効果が認め

られた。 
 
４．考察 

 （１） 林床の光量の季節変化と葉量・着花量との関係 

稈高2 m前後のアズマネザサを刈り取ることによって，林床の

光量（PAR）は増加した。特に，管理再開区と無刈り取り区との

林床の光量の差は，上層木の落葉期である12～4月に大きく，ア

ズマネザサが生育する林床の PAR（19.6～203.2μmol/m2/s）は，

アズマネザサを刈った場合（426.1～509.7μmol/m2/s）に比べて

半分以下になった（図－3）。 
落葉広葉樹林における林冠閉鎖前の光環境の違いは，林床植物

の繁殖量に影響する。例えば，林冠が閉鎖される前に開花し，林

冠閉鎖後に種子が成熟するエンレイソウでは，雪解け後から林冠

が閉鎖されるまでの期間が短くなることによって，光合成量が減

少し，その年の種子生産量や翌年の着花割合も減少したという 5)。

また，林床植物の光合成特性は，林床の光量の変化に応じて変化

する 5)，8)。Kawano et al. 8)によると，東村山市のクヌギ林に生育

するヤブランの光合成量は，6～8月の夏期に比べて，秋～翌春に

高く, 特に10月と4月に高かったという。深田・亀山1)によると，

ヤブランの生育には上層木である落葉樹の落葉期間の光合成量が

影響するという。また，本実験では，ヤブランは林冠閉鎖前の 2
～4月に葉数が増加した。以上の結果，上層木の落葉期の光量が，

管理再開区と無刈り取り区のヤブランの葉量や着花量に大きく影

響したと考えられる。また，ジャノヒゲと同属であるオオバジャ

ノヒゲの光合成量は，8 月に比べて 10～5 月に高いことから 8)，
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図－8 ジャノヒゲの年間の平均葉数別に分けたそれぞれの株の着花回数別の株数  ：無着花の株， ：1回着花（2014年)

の株， ：1回着花（2015年)の株， ：2回着花の株．但し，管理再開区の1株，無刈り取り区の2株は欠損. 
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図－7 ヤブランの年間の平均葉数別に分けたそれぞれの株の着花回数別の株数  ：無着花の株， ：1回着花（2014年)の株， 

 ：1回着花（2015年)の株， ：2回着花の株． 
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ジャノヒゲもヤブランと同じように，秋～翌春に光合成量が増え

ると考えられる。 
（２）葉量に及ぼすアズマネザサの刈り取りの影響 

ヤブランとジャノヒゲの葉数に，刈り取りが有意な正の効果を

及ぼしており（表－2），両種とも，1 株あたりの葉数は，無刈り

取り区よりも管理再開区のほうが多かった（表－1）。アズマネザ

サの刈り取りを行った後の落葉期の光量の増加が，葉数の増加に

影響したと考えられる。但し，1 年間での葉数増加率をみたとこ

ろ，両種とも，刈り取りの効果は認められず（表－2），有意な葉

数の増加はみられなかった（表－1）。本調査での葉量に及ぼす刈

り取りの影響は，1年間では現れにくいものと考えられる。 

（３）着花量に及ぼすアズマネザサの刈り取りの影響 

 ヤブランの管理再開区の着花率は，無刈り取り区に比べて高か

ったが（表－1），両区間の花序数の差はみられなかった（図－5，
表－2）。また，管理再開区で着花回数が1回以上となった割合（株

数）が82.9%（29株）であったのに対し，無刈り取り区では31.3%
（10 株）であった（図－7）。これはGLMM 分析が示すように，

アズマネザサの刈り取りがヤブランの着花の有無に大きく影響し

たためと思われる（表－2）。 

ジャノヒゲの管理再開区の着花率と花序数は，無刈り取り区に

比べて高くなった（表－1，図－6）。着花回数をみると，1回以上

着花した株の割合（株数）は，管理再開区では86.8%（33 株），

そのうちの72.7%（24株）が2回着花した。無刈り取り区におい

ても，74.3%（26株）が1回以上着花し，そのうちの53.8%（14
株）が2回着花した（図－8）。このことはGLMM分析が示すよ

うに，刈り取りは，花序数を増加させるが，着花回数には，大き

く影響しないものと思われる（表－2）。従って，ジャノヒゲはア

ズマネザサが繁茂した暗い林床下の条件であっても着花する可能

性が大きいが，アズマネザサの刈り取りによって1株あたりの花

序数が増えるものと考えられる。 

（４）葉量と着花量の関係 

 ヤブランでは，深田・亀山 1)が述べるように，無刈り取り区の

2 株を除き，10 枚以上の葉数の株で着花を確認した。さらに 30
枚より多い葉数の株で1株を除き，2年連続して着花した。GLMM
分析が示すように，葉数が多いほど，着花回数が多くなるものと

思われる（表－2）。また，2014 年の花序数は，葉数の多い株ほ

ど多かったことから（図－5），葉数は花序数にも影響するものと

思われる。 

一方，ジャノヒゲは，50 枚より多い葉数の株の 90%が，管理

再開区と無刈り取り区の両区画で 1 回以上の着花回数となった

（図－8）。100枚より多くなると，管理再開区では95.7%，無刈

り取り区では63.6%が2回連続して着花した。すなわち，GLMM
分析が示すように（表－2），ジャノヒゲの着花回数にも，葉数が

大きく影響したものと考えられる。花序数はGLMM分析が示す

ように（表－2），2014年，2015年ともに，葉数が多い株ほど増

加し，特に管理再開区で葉数と花序数に相関がみられた（図－6）。
従って，刈り取りによる葉数の増加は着花回数と共に，1 株あた

りの花序数の増加に寄与するものと考えられる。 

 
５．結論 

本研究は，アズマネザサが生育繁茂する放棄二次林下において，

毎年1回夏季にアズマネザサを刈り取る調査プロット（管理再開

区）と，刈り取りを行わない調査プロット（無刈り取り区）を設

定し，それぞれの調査プロットに生育するヤブランとジャノヒゲ

の葉量と着花量を比較した。その結果，管理再開区と無刈り取り

区とでは，地表面の光量は，特に上層木の落葉期（12月～4月頃）

に差が大きく，その差が葉量や着花量に大きく影響していたと考

えられた。そして，ヤブランの管理再開区の株の葉量（葉数）と

着花量（着花率と着花回数）は，無刈り取り区に比べて多くなっ

た。ジャノヒゲについても，管理再開区に生育する1株の葉数は，

無刈り取り区に比べて多くなり，また着花量（特に花序数）も増

加した。さらに，葉数が多くなると，ヤブランとジャノヒゲの着

花回数が増加し，ジャノヒゲでは特に花序数も増加した。 

これらの結果から，アズマネザサの刈り取りによって，葉量だ

けでなく，着花量も増えること，すなわち，アズマネザサの刈り

取りは，花による景観の向上だけでなく，個体数に大きく影響す

る有性繁殖個体の確保のためにも意義が大きいことがわかった。

現在，開花後の結実段階に関する詳細な調査も行っている。 
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